
Ｗｉｎｄｏｗｓ７版 ＩＥ８の証明書エラー対応について 
 
Windows ７版 Internet Explorer8 を使用している場合、証明書エラーが発生する場合があ

ります。その場合は次の手順で証明書のインストールを行ってください。 
 
１．エラーとなるサイトにアクセスして「この Web サイトのセキュリティ証明書には問題

があります」が表示されたら、「このサイトの閲覧を続行する（推奨されません）」をクリ

ックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．次のような画面が表示されたら、アドレスバーの右の「証明書のエラー」をクリック

します。 

 

 
 
 

←クリック 

←クリック 



３．「証明書は信頼できません」ウィンドウが表示されたら、ウィンドウ下の「証明書の表

示」をクリックします。 

 

 
４．「証明書」ウィンドウが表示されますので「全般」タグで証明書が「×」であることを

確認して、「証明書のパス」タブをクリックします。 

 
 
 
 

←クリック 

←クリック 



５．「VeriSign ～～～」（表記が異なる場合もあります）を選択して証明書のアイコンに「×」

があることを確認して「証明書の表示」をクリックします。 

 
 
６．「証明書」画面の下に「証明書のインストール」ボタンがあるのでクリックします。 

 

↓クリック 

↓クリック 



７．「証明書インポートウィザード」で「次へ」をクリックします。 

 
 
 
８．「証明書ストア」で「証明書をすべて次のストアに配置する」をチェックして「参照」

をクリックします。 

 
 
 
 

↓クリック 

←チェック 

↑クリック 



９．「証明書ストアの選択」で「信頼されたルート証明機関」を選択して「ＯＫ」をクリッ

クします。 

 
 
 
１０．「証明書ストア」に戻ったら「次へ」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

↓クリック 

←選択 

↓クリック 



１１．「完了」をクリックします。 

 
 
１２．「セキュリティの警告」画面が表示されたら「はい」をクリックします。 
   （ＯＳや Internet Explorer のバージョンによって表示される画面が異なります） 

 
 
１３．「正しくインポートされました」と出たら「ＯＫ」をクリックします。 

 

↓クリック 

↓クリック 

↓クリック 



１４．「証明書」の画面は「ＯＫ」で閉じます。 

 
 
１５．元の「証明書」の画面も「ＯＫ」で閉じます。 

 
 

↓クリック 

↓クリック 



１６．一度、「Internet Explorer」を閉じます。再度「Internet Explorer」を開いて証明書

エラーになるサイトを開きます。サイトがエラー無く開くことを確認します。 
 （アドレスバーの右に「鍵アイコン」があれば、証明書のインストールは正常に行われ

ています） 
 

 
 
以上で証明書のインストールは完了です。 
 
 
 


